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【１学年SDGｓ授業】
１学年　科学と人間生活の授業でSDGs（持続可能な
開発目標）について、『SDGｓを知る・考える』学習を行
いました。
　生徒は、SDGsカード（JICA筑波）を活用して１７の目
標を１つ１つ確認していました。
グループ学習では、金属やプラスチックなどの資源を
再利用することと１７の目標の関連をそれぞれ考え、
グループ内で意見を交わしていました。授業の最後に
はグループの代表者が発表を行いました。

【新しいALTの先生です】
初めまして、カイルともうします。
アメリカのジョージア州から来ました。
ジョージアはアメリカの南東にあり、名物は桃とコ
カ・コーラです。
趣味はボルダリングや音楽を聴くことですが、日
本にいる間に日本語を勉強したいです。
皆さんと勉強ができることを楽しみにしています。
よろしくお願いします。

【１学年進路ガイダンス】
１学年を対象に、進路ガイダンスが行われました。「大学進
学とは」「専門学校とは」「会社に就職するとは」の３つの内
容について、株式会社ライセンスアカデミーより、３名の講師
の方にお話いただきました。各分野の特徴を理解し、自らの
希望する進路について深く考え、自分自身と時間をかけて
向き合いながら、進路実現のためにこれから何をすべきかを
学ぶことを、目的とします。講演後、生徒の皆さんは、「初め
て知ることがあって驚いた」「進路実現のためには、高校に
休まず登校することが大切だ」「自分でも、もっと詳しく進路
について調べていく必要があると思った」といった振り返りを
していました。

【翔南祭開催しました】
２日間にわたり、翔南祭を開催しました。
今年のテーマは「今　竜南　ええ感じやねん」。
今年は、４年ぶりの事前申込制での一般公開を
し、模擬店等も開くことができました。
初日は、各クラスの開催するお店のCMコンテスト
と、有志によるステージ発表が行われました。
２日目は、模擬店を開催しました。
３年生にとっては、最初で最後の一般公開の翔
南祭となりました。

【２学年職業研究企業見学会】
２学年では、仕事（職業）について知るために、６コースに分かれ地
元企業である、つくばの里工業団地内と新利根工業団地内の工場
で職場見学を行いました。担当者の方から、仕事内容や製品・商品
について説明していただきました。生徒たちは熱心にメモを取りなが
ら聞いていました。実際に、工場内の見学では製品・商品がつくられ
ている様子やそこで働いている従業員の姿を目の当たりにし、生徒
たちは「やりがいのある仕事だと感じた」「製品ができあがるまでの
大変さが分かった」「たくさんの機械があって驚いた」「簡単な仕事体
験ができて楽しかった」といった感想を述べでいました。本校の卒業
生も勤務している企業も多く、卒業生からのお話も聞くことができま
した。社会人になると、一人一人が「責任」をもって働かなくてはなら
ないことを再確認し、職業について視野を広げる良い機会となりまし
た。

【性的マイノリティへの理解を深める講話】
１学年を対象に、茨城県人権教育講師の滑川友
理様をお迎えし、性的マイノリティへの理解を深
める講話のご講演をいただきました。
性的マイノリティへの現状や課題から、この問題
を深く考察し、未来の社会に向けて自分たちがど
うあるべきなのかを明確にし、また、差別のない
社会を目指して主体的に行動することができる公
共心を育むことが目的です。
未来を担う竜南生にとって、曙光の一つとなるこ
とでしょう。

【弓道部】
令和５年度龍ケ崎市民スポーツフェスティバル弓道の部で
男子個人戦「優勝」
１０月８日（日）龍ケ崎中学校弓道場にて龍ケ崎市民スポー
ツフェスティバル（弓道の部）が開催されました。市内の高校
生が集まる中、男子個人戦にて深田智尋君（１年／城西中
出身）が優勝、宮下大輝君（２年／城ノ内中）が準優勝、川
村悠生君（２年／城ノ内中）が第４位に入賞しました。春の関
東大会予選で１本の差で地区予選敗退をしてから、なかな
か大会での的中が伸び悩み苦しい中でようやく結果を出す
ことができました。　今回の結果を自信にして、今月行われ
る新人戦の地区予選で春の雪辱を果たしてくれると期待した
いと思います。

【性に関する講演会】
２学年を対象に、性に関する講演会が行われました。NPO法
人ウィメンズネット「らいず」より講演においでいただき、デー
トDV出前講座「デートDV防止~お互いを大切にする関係、わ
たしとあなたの心と体を守るために~」という演題で、お話をし
ていただきました。先生方によるロールプレイを交えながら、
DVとは・DVがもたらす心理的影響・DV被害の相談を受けた
ときの具体的な対応方法などの内容でした。講義の後は、７
～８人のグループに分かれて、デート DV の被害者や加害
者の気持ちについて話し合いました。模造紙に付箋を使い、
意見を出し合った後、その内容を全員で共有しました。


